
・木質ボード類の製造技術
・建築・家具用の木質材料の性能評価
・木材資源の有効利用に関する研究

・木質ボード
・木質材料
・家具
・建材

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 木質パネル、ストランドボード、配向性ストランドボード、複合合板

■ その他の研究紹介
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ハイブリッド化木質材料の開発

学術院農学領域
環境森林科学系列

教授

鈴木 滋彦

・特筆すべき研究ポイント：
木質のマテリアル利用を推進するためには、資源量の減少と低質化に対応した技術開発が必要となる。３種

類の複合化の事例を通して、木質材料の可能性を探る。
・新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）
低密度木材からなる芯材を介して、該芯材より高強度の表殻材を積層した木質構造材。

・従来技術との差別化要素・優位性：
軽量、多孔質、吸湿性及び保水性等の低密度木材の利点と、大きな負荷にも耐えうる耐久性とを両立して併

せ持つ木質構造材を提供出来る。
・特許等出願状況：
特開2008-126547号

（１）国産スギ材と南ア産植林ユーカリ材の複合合板（開発）：スギ材の弱点を補強するため、植林木からユーカ
リ材（広葉樹）を選出、複合化により実用化が可能となった。

（２）間伐材針葉樹ストランドと建築解体材の複合化によるＪ－ＯＳＢ（応用）：廃棄系の未利用木質バイオマスの
マテリアル利用の事例として、複合化によりＯＳＢの試作に成功した。

（３）ウォールナット材とキリ材によるハイブリッド・モノコックチェアー（試作）：重量感のあるウォールナット材を表
層ラミナとし、キリ材を芯層に配置した３層構造の家具部材の接合方法を提案し、試作と解析により実用に供しう
ることを示した。

ハイブリッド・モノコックチェアーに用いる接合部の模式図

 

スギ間伐材ストランドと解体材によるＪ－ＯＳＢ スギとユーカリ材を原料とした複合合板

・木質ボード類の耐久性能評価
・竹繊維ポリマー複合材料におけるCNFによる補強効果の検証
・低品質材料、未利用バイオマス資源を利用した新規材料開発

・木質資源の有効利用
・新規材料開発

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 木質資源の有効利用、木質材料、セルロースナノファイバー

■ その他の研究紹介
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木質材料における
セルロースナノファイバー技術の応用

学術院農学領域
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准教授

小島 陽一

本研究は
１）セルロースナノファイバーの作製
２）木粉ボードにおけるセルロースナノファイバー(CNF)混合による補強効果の検証、の２つから構成される。それ
ぞれ以下のような点を明らかにした。

１）市販セルロースパウダーを遊星ボールミルにより処理することによってナノ～マイクロオーダーの毛羽立ち
（フィブリル）が形成させること。さらには、処理回転数および処理時間によってフィブリルの形状に差が生じるこ
と。
２）CNFを原料（木粉）に混合することで複合ボードの強度性能が向上すること。また、処理回転数および処理時
間の長いCNFを使用することで、より強度性能が増加すること。

・特筆すべき研究ポイント：
市販されているセルロースパウダーから容易にナノ化繊維を得ることができること。

・新規研究要素：
木質材料（木質ボード）の分野で、CNFによる補強効果を実証した例はこれまでに存在しないこと

・従来技術との差別化要素・優位性：
低環境負荷であること

 
セルロースナノファイバー(CNF)
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